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学』岩波書店 所収予定） ― 以下「新稿」と略記 ― において我々は、科
学・宗教の二領域に関する共通の或る考え方を指示して、それぞれ「科学的」
「宗教的」の形容を付して「美学主義」と記した。また、拙稿「二つの「合
理性」概念 ― J. McDowell的「道徳的実在論」の批判的検討 ― 」（『哲学』
50号、1999年 所収） ― 以下「旧稿」と略記 ― においては道徳に関する
Ｊ・マクダウエルの考え方を「美学主義」と呼び、所属研究室の電子ジャー





































































































                             































































ら ― この点では我々は見解を異にするのだが ― 「美」とは、そういうか
たちで失われた「全体性」を「補償する」（「埋め合わせる」）ものとして現
出するのである。 





































































































































































































































































六 宗教的美学主義としてのハイデガー（的発想）  
 換言するなら、このことは日常世界（「この世」＝現世、「世界Ａ」）の聖
 18 















































































                                                                                  
庫、1989 年、62 ページ以下） 
 9 リッターにおいても、ロマン主義的発想として、美における全体性の「取り返し」が
志向されているが、そこには、（美という）限定的領域における「取り返し」であるとい
























                             
























実性 ― この限りではそれは一つの実践性をもつ  ― を失って現実内在的
に没実践的に世界享受となることであって、そこから「宗教的美学主義」の




















（あびこ かずよし 滋賀大学） 
